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で生まれつつある「寄り添うプランニング」という方法

論があるように思います。それは一言で言えば「自分た

ちのことを自分たちで決める、そのお手伝い、実現に向

けた支援も含めて」であり、説明会による公的な住宅再

建支援策を元に受動的、個人 ･ 世帯のみが背負う問題と

して住宅再建をとらえるのではなく、再建策の短所長所

を丁寧に示し、決断までの葛藤のプロセスに付き合い、

元の集落に加え、避難所等で培われた住民間の関係性に

基きながら、主体的に住宅再建を判断し、新しいコミュ

ニティを育てていく、そんなサポートを担う専門家チー

ムが生まれているように思います。たとえば気仙沼階上

地区では、地域保健・建築家・まちづくりの専門家がチー

ムとなり、防災集団移転による住まい再建勉強会を重ね、

市役所からの説明を図面やチャートにし、敷地と住まい

の模型を用いて家づくり・コミュニティづくりを検討し

てきました。 

■ 未被災地「東京」での取り組みへの補助線

　8/4 のセミナーでは、以上のようなプレゼンをした上

で、建築という職能を元に、災害にどう向き合うか、未

被災地東京でのアプローチについて意見をいただきまし

た。1 点目に時限的市街地デザインワークなどラフスケッ

チレベルに留まっており、より具体のデザインに踏み込

んでいく必要があること、2 点目に建築家のみでチーム

を組むのではなく、地域保険、不動産、ソーシャルワー

クといった専門家とのチーム体制は住民側ニーズに応

え信頼関係をつくっていく上で肝要であること、3 点目

に発災後に行政側の余裕がなくなるのは明らかであるか

らこそ、事前段階での生活とまちの再建に関するワーク

ショップの場を建築家としても戦略的に位置づけたい、

これら 3 点は印象に残っています。事前復興まちづくり

に関わる専門家として大変に刺激と今後に向けた手応え

を感じました。
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■ 事前復興まちづくり

　8/4 に関東甲信越支部建築・まちづくり委員会で「事

前復興まちづくりの実践と有効性」として話をする機会

をいただきました。事前復興まちづくりは、阪神 ･ 淡路

大震災からの都市復興を共時的にとらえ、阪神 ･ 淡路か

ら東京はいかに学ぶか、主として都市計画・まちづくり

の専門家達が組み立てていった方法論です。当初は東京

都が都市復興マニュアル（1997 年）等としてとりまと

め、東京都は復興を「震災によって大きな変容を迫られ

た社会の中で、被災者が生活の変化にうまく適応するた

めの営み」と位置づけ、時限的市街地や地域協働復興と

いった復興まちづくりの方法概念を提起しました。この

ような動きを受け、区役所とまちづくりプランナーが連

携して「震災復興まちづくり訓練」を 2001 年から実施し、

2015 年 3 月末で都内 40 地区以上に広がっています。

　事前復興まちづくりは「リジリエントなコミュニティ

をつくる営み」と表現できます（※1）。4 回程度の連続ワー

クショップを通して、大災害の直接被害に加えて、生活

が元に戻るまでの災害像を地域特性に応じて共有し、そ

の間の時限的な生活空間について検討し（時限的市街地

デザインワーク）、避難生活期以降の復興の体制と手順を

とりまとめ、ワークショップ用に事務局が作成した被害

シナリオを元に復興まちづくり方針を検討し、これらワー

クショップ成果を災害準備策である地域の防災訓練に組

み込む、大くくりに言うと、そういった成果が得られて

います。「大くくりに」と述べましたが、実際には被害像、

地域の復興主体や復興資源は異なるものであり、ワーク

ショップ（復興まちづくり訓練）のテーマと手法は地域

によってカスタマイズされ、40 地区強のそれぞれで、個

性ある成果が生まれていることも重要な点です。

■ 三陸集落復興で生まれている「寄り添うプランニング」

　阪神 ･ 淡路から何を学ぶのか、そこに事前復興まちづ

くりの立脚点があると述べました。そうであるがゆえに、

現在進行形である東日本大震災の復旧復興から何を学ぶ

のか、大事な視点になってきます。

　私は事前復興まちづくりの運動にとって、東日本大震

災の復興から引き出される 1 つの教訓に、三陸沿岸集落

寄り添うプランニングと
「事前復興まちづくり」の方法論


